
実行団体 行　事　名 実施日(期間) 参加人数 参加者の反応及び御感想等

奈良県退職校園長会 教育講演会＜講　師＞元・大淀高等学校長郷土史研究家　 射場　博一＜演　題＞「世界遺産　吉野・大峯祈りの道」 11月10日(日） ５４ 人 講師の先生が吉野生まれの吉野育ちであることから郷土への強い愛着をお持ちであることや、社会科の教師として「歴史を学ぶよろこびと生きがい」を伝え続けたいという思いが伝わる熱い講演であった。そのなかで、古代奈良や京都の歴史に関わる重要な人物が吉野と深く関わっていることがよく分かった。　講演後、歴史にあまり関心のなかったという参加者から「今回の講演で歴史に大変興味を持てるようになった。」という感想をいただいた。小学生（１～３年）　 14点小学生（４～６年）　 13点中学生　 2点
「サバイバルおにごっこ」逃走中　in　吐山 11月16日（土） 幼児・児童　１４７人保　護　者　１２９人 １００組の応募をしたところ、３００組を超える応募があり抽選にさせてもらった。野外活動センターや県農政課の協力のもと、楽しいひと時を過ごすことができた。参加者からは次のような感想をいただいた。○「とても楽しかった。ぜひとも継続してほしい。」○「大人も子どもも自然の中で楽しめた。」○「自然の中で、親も童心に返ってドキドキしながら楽しみました。」○「大人はしんどかったけれど、子どもは楽しんで走っていました。次回も参加したい。」○「久しぶりにわくわく感を感じました。いい運動になりました。」○「テレビさながらの緊張感で大変楽しませていただきました。」○「ハンターがとても楽しかったです。」　「ハンターの中学生ありがとうございました。」○「自然の中で食べる焼き芋はおいしかったです。」○「子どもがだんだん大きくなり一緒に遊ぶ機会が減ってきていたので、よい機会となって楽しかったです。」奈良県高等学校ＰＴＡ協議会 広報誌展示会 11月17日（日） ５２ 人 参加者は少なかったが、他校の広報誌を見ることにより、今後の広報誌作成の参考になったとの意見をいただいた。未就園児との遊ぼう会  参観・園児作品展等 １０月下旬～１２月上旬頃 ３３,５６０ 人 各私立幼稚園で園庭開放や保育参観、作品展等が行われ、多くの保護者や地域の方々に参加いただいた。奈良県私立幼稚園　園児作品展 平成２６年１月２４日(金)　　　　　　　 ～２６日(日) ２,７００ 人 私立幼稚園に通っている園児の絵画や製作品の見学に多くの方が来場され、感動を与えることができた。第49回奈良県幼稚園こども作品展 10月26日（土）～27日（日）11月2日（土）～4日（月）11月9日（土）～11日（月）11月16日（土）～18日（月） ２,４６８ 人 ３歳～５歳児の子どもたちの素直な思いが表現された作品を見て感動したとの多くの声をいただいた。また、発達段階がわかる展示方法にすることで、幼児の発達段階を知ってもらうことができ、幼児理解につながった。全国幼稚園ウイーク ｉｎ なら 11月13日（水）～19日（火） 子どもたちと一緒に楽しく活動したり、保育の様子を参観していただき、幼稚園の取組を理解していただくよい機会となった。また、地域の方々との交流は、子どもたちにとって、より豊かな体験となった。

奈良県私立幼稚園連合会

「奈良県教育の日」にあわせて実施している。今年度は昨年より小学校・中学校とも応募数が少なかった。６月の各郡市事務局長会に要項を提示し、学校や学年として取り組んでいただけるよう啓発した。毎年応募してくれる児童がいることは、事業としての励みになっている。奈良県ＰＴＡ協議会

奈良県国公立幼稚園長会

奈良県教育振興会 □「瞳輝く子どもたち」　講師：南出藤作(奈良市小学校長会会長) 11月29日(金)□「みんな輝き、笑顔で子育て」　講師：宮本克子(奈良市幼稚園長会会長) 11月26日(火)家庭教育講座(奈良会場)□「今、子どもへの接し方」　講師：廣江捷宏(本会副会長)

作文コンクール「先生だいすき！学校っていいな！！」 締切11月7日(木)
家庭教育講座(生駒会場)□「子育てで大事にしたい三つのポイント」　講師：北村雅昭(本会副会長) 11月14日(木)□「育てよう！思いやりの心かけがえのない命を大切に」　講師：玉置敦子(本会副会長) 12月5日(木)

平成２５年度「奈良県教育の日」実行委員会各団体の取組平成２５年度「奈良県教育の日」実行委員会各団体の取組平成２５年度「奈良県教育の日」実行委員会各団体の取組平成２５年度「奈良県教育の日」実行委員会各団体の取組７６人７２人３４人３２人２５人
子どもを取り巻く環境の変化や核家族化・少子化が急速に進む中、日々の子育てやこれからの子どもの教育に不安を感じておられる保護者は少なくない。その不安を和らげ、自信をもって日々の子育てを楽しんでいただけるようにとの願いから「家庭教育講座」を開催しました。参加いただいた方々から次のような意見や感想をいただきました。○「子どもに対して、ついつい手と口を出してしまっています。わかってはいても、大人の思い通りにさせたくなりますが、今一度思い直して、子どものやる気を引き出せるように心がけたいと思います。」○「毎日、特に何も考えることなく送迎をしていましたが、先生方が、親や子どものことを考え教育してくださっていることがよくわかりました。今日からさっそく子どもの話をよく聞くことから子育てを見直していきたいと思います。」○「教育というのは、やはり家庭が基本なのだと改めて実感しました。時間と根気のいる子育てですが、親子の絆を大切に楽しみながら子どもと共に成長したいと思います。」○「毎日の生活の中で、自分の子育てを振り返ることがなく、話を聞いて、話や態度から、子どもの心を知ることがどれだけ大切か思い知らされました。子どもと接しながら、自分も成長しなければと思います。」○「ドキッと自分に当てはまることもたくさんあり、やり方を見直さなければと思うこともありました。一つ一つの親の対応が子どもの将来を大きく左右することを改めて感じました。楽しみながらしっかり子どもの心を育てていきたいと思います。」

10月29日(火)


